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〈リーダー所見〉 

当日は天候に恵まれ、絶好の登山日和であった。今回の山行では、 

危険ポイントは少なかったが、唯一事故率が高い宝剣岳では、メンバ

全員がヘルメット着用・三点支持を意識して臨んだため、安全登山が

出来たと感じる。今後も楽しく、安全な活動を続けていきたい。 

 

〈山行報告〉   

 

  

 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.5 万分の１地図： 
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          当初 7 時集合の予定だったが、駐車場やロープウェイが混み合うとのことで 5 時集合となった。そのおかげか特に混み合うこと

なくスムーズに千畳敷駅まで行くことができた。下界から山頂を見上げるとガスがかかっていたので景色は期待できないかと落胆していたがロー

プウェイの途中からガスを抜けることができ、山頂付近はよく晴れていて千畳敷カールの素晴らしい景色と雲海を望むことができた。あまりの美

しさと素晴らしさに感動し涙が出た。まずは中岳をめざし登山開始。初心者 2 人(鈴木み、部外者)がいたため、先頭の天野 SL がペースを配慮し

てくれて無理なく登ることができた。途中、乗越浄土で休憩し、そこから 30 分ほどで中岳に到着。とてもよく晴れていたので中岳からは綺麗な

富士山や御嶽山を望むことができ、いちいち感動し涙が出た。中岳でしばし休憩したあと、今度は駒ヶ岳をめざした。登山中は、トウヤクリンド

ウやミヤマアキノキリンソウなどのさまざまな可愛らしい高山植物を楽しむことができた。(期待していた昆虫はうっとうしいアブしかいなかっ

た…残念) 高山ということで私を含めた数人のメンバーが少し気分が悪くなってしまうことがあったが天野 SL に大きく深呼吸するといいと教え

ていただき実践するとすぐに楽になった。40 分ほどで駒ヶ岳に到着し記念撮影後、昼食をとった。やはり山頂での素晴らしい景色、美味しい空

気の中で食べるご飯は格別であった。次に宝剣岳に向けて出発。途中荷物をデポし、岩場が危険なためヘルメットを装着して山頂を目指した。宝

剣岳は墜落事故率日本一ということで恐ろしく危険なポイントが多々あった。あまりの恐ろしさに足がブルブル震えてしまったが教えていただい

た。 

 

CL 春口、 

SL 天野(OB)、 

鈴木(芳)、鈴木(み)、 

部外者 1 名 

9/3(日) 晴 

 5:00 本社 P発 

 7:40 菅の台ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ着 

  ～ﾊﾞｽ＆ﾛｰﾌﾟｳｪｲ～ 

9:00 千畳敷駅 

 9:15 登山開始 

10:30 中岳 

11:10 木曽駒ヶ岳 

      昼食 

13:00 宝剣岳 

13:30 下山開始 

16:14 千畳敷駅 

～ﾊﾞｽ＆ﾛｰﾌﾟｳｪｲ～ 

17:15 菅の台ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ発 

20:40 本社 P着 解散 
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中央アルプス 
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た「三点支持」を常に意識してあせらず登ることができた。宝剣岳の先端には鈴木(芳)さん、春

口 CL の 2 人が立つことができた(すごい！)。宝剣岳を登頂したあと下山した。千畳敷ホテルで

ロープウェイ待ちの間に食べたソフトクリームがとても美味しくお勧めです。今回の山行目的

「夏山・風景・植物・ロープウェイを楽しむ」を大満喫できた素晴らしい山行でとても楽しい 1

日となった。こんなに楽しかったのになぜこれだけしか人が集まらなかったのだろう。 

木曽駒ヶ岳 

夏山・風景・植物・ロープウェイを楽しむ 


